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12
月
の
ゆ
り
え
も
ん
送
迎
バ
ス
の
運
行
日
程
は 

次
の
と
お
り
で
す
︒
ご
利
用
に
な
る
方
は
指
定
場
所

に
出
発
時
間
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
︒ 

・
鮎
川
方
面 

 
 

 
 

 

・
西
滝
沢
方
面 

12
月 

4
日(

水) 
 

 
 

 

5
日(

木) 

11
日(

水)          

12
日(

木) 

18
日(

水)          

19
日(

木) 

25
日(

水)          

26
日(

木) 
 

※
大
雨
被
害
に
よ
り
土
倉
・
蟹
沢
で
の
停
車
は
当
面

の
間
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ご
了
承
下
さ

い
︒ 

※
12
月
の
休
館
日
は
3
日
︑
17
日
︑
31
日
で

す
︒(

時
刻
表
は
︑
ゆ
り
え
も
ん
・
由
利
総
合
支

所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
︒) 

 

○
問
合
せ 

市
民
サ
□
ビ
ス
課 

市
民
福
祉
班 

︵
℡
53-

２
１
１
３
︶ 

  

特
設
人
権
相
談
所
開
設
□
□
知
□
□ 

 

人
権
相
談
︵
差
別
︑
名
誉
︑
信
用
な
ど
︶︑
困
り

ご
と
︵
土
地
︑
建
物
の
権
利
・
登
記
︑
家
族
︑
不
動

産
の
賃
貸
借
︶︑
子
ど
も
の
人
権
︵
い
じ
め
︑
不
登

校
︑
体
罰
︶
な
ど
の
悩
み
ご
と
が
あ
る
方
は
︑
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
相
談
は
無
料
で
す
︒ 

 
 

○
日
時 

12
月
４
日
︵
水
︶ 

10
時
□
15
時 

○
場
所 

善
隣
館 

会
議
室 

○
相
談
担
当
者(

人
権
擁
護
委
員) 

 
 

 
 

高
橋
利
寿
氏
︵
町
村
︶ 

佐
藤
清
和
氏
︵
立
井
地
︶ 

○
問
合
せ 

 

法
務
局
本
荘
支
局 

︵
℡
22-

１
２
０
０
︶ 

◆
電
話
で
も
随
時
︑
相
談
で
き
ま
す 

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番 

全
国
共
通
人
権
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル 

︵
℡
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
︶ 

(

ぜ
ろ
ぜ
ろ
み
ん
な
の
ひ
□
く
と
う
ば
ん) 

︵
平
日
８
時
30
分
□
17
時
15
分
︶ 

 

使
用
済
□
乾
電
池
□
収
集
□
□
□ 

 

○
日 

 

時  

11
月
27
日
︵
水
︶
６
時
□
８
時 

○
収
集
場
所 

各
集
落
集
会
所
前 

○
収
集
す
る
も
の 

︻
乾
電
池
︼ 

使
い
切
り
乾
電
池
︑
ボ
タ
ン
型
電
池 

※
乾
電
池
を
入
れ
る
た
め
の
袋
を
用
意
し
ま
す
の

で
そ
の
中
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
︒ 

※
充
電
池
︵
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
・
ニ
□
ケ
ル

水
素
電
池
・
ニ
カ
ド
電
池
等
︶
や
︑
そ
れ
ら
が

使
用
さ
れ
て
い
る
モ
バ
イ
ル
バ
□
テ
リ
□
︑
加

熱
式
た
ば
こ
及
び
小
型
家
電
類
の
バ
□
テ
リ
□

等
は
︑
由
利
総
合
支
所
正
面
入
口
風
除
室
内
の

回
収
箱
に
て
拠
点
回
収
し
て
お
り
ま
す
の
で
︑

そ
ち
ら
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
︑
販
売
店
へ
処

分
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒ 

○
問
合
せ 

市
民
サ
□
ビ
ス
課 
市
民
福
祉
班 

︵
℡
53-
２
１
１
３
︶ 

 
 

産 

業 

建 
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課

 

□
□
□
□
□
公
園
□
□
□ 

冬
季
閉
鎖
□
□
知
□
□ 

  

ゆ
り
さ
く
ら
公
園
の
ト
イ
レ
は
11
月
29
日

︵
金
︶
か
ら
冬
季
閉
鎖
と
な
り
ま
す
︒
再
開
は
来
春

４
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
︒ 

 

○
問
合
せ 

産
業
建
設
課 

建
設
班 

︵
℡
53-

２
１
１
５
︶ 

   

教 

育 

学 

習 

課1 
 

由
利
小
学
校
報
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 こ

ち
ら
の
二
次
元
コ
□
ド
を
ス
マ
□
ト
フ
□
ン
等
で

読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
︒ 

      

○
問
合
せ 

由
利
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

︵
℡
32-

８
１
７
１
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

各

種

団

体1
 

 

第
□
回
前
郷
□
食
□
祭
典
□
□
開
催
□
□
□ 

  

11
月
17
日
︵
日
︶
10
時
か
ら
︑
由
利
体
育
館

に
於
い
て
︑
前
郷
﹃
食
の
祭
典
﹄
を
開
催
し
ま
す
︒ 

  

10
時
00
分
□ 

フ
リ
□
マ
□
ケ
□
ト 

 

10
時
30
分
□ 

ち
び
□
こ
じ
□
ん
け
ん
大
会 

 

11
時
00
分
□ 

各
種
出
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
郷
の
ん
め
も
の
コ
ン
ク
□
ル 

 

13
時
00
分
□ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の 

チ
□
リ
テ
□
バ
ザ
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

熱
唱
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

 

14
時
00
分
□ 

大
ビ
ン
ゴ
大
会 

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒ 

︵
前
郷
区
会
︶ 

  

鳥
海
山 

木
□
□
□
□
□
館
□
□ 

 

・
休
館
日
と
開
館
時
間
の
お
知
ら
せ 

令
和
６
年
12
月
□
令
和
７
年
２
月
末
の
期

間
︑
休
館
日
を
水
曜
日
・
木
曜
日
と
い
た
し
ま

す
︒ ま

た
︑
同
期
間
は
開
館
時
間
を
10
時
00
分

□
16
時
00
分
︵
最
終
入
館
15
時
30
分
︶
に

変
更
し
ま
す
︒ 

な
お
鮎
川
駅
と
の
無
料
シ
□
ト
ル
バ
ス
は
︑
平

日
は
完
全
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒ 

 

・
館
内
施
設
を
冬
期
間
一
部
閉
鎖
い
た
し
ま
す 

令
和
６
年
12
月
□
令
和
７
年
３
月
末
︑﹁
あ
ゆ

の
森
公
園(

ト
イ
レ
含
む)

﹂︑﹁
も
り
の
な
か
に

わ
﹂
を
冬
期
間
閉
鎖
し
ま
す
︒
４
月
１
日
︵
火
︶

よ
り
再
開
予
定
で
す
︒ 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
︒ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

開
催
□
□
知
□
□ 

 

地
元
の
お
い
し
い
も
の
や
手
作
り
品
の
販
売
を
行

い
ま
す
︒
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒ 

○
日 

時 

12
月
８
日(

日)

10
時
□
15
時 

○
会 

場 

鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
□
館 

 

無
料
ゾ
□
ン 

 

○
問
合
せ 

鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
□
館 

 

︵
℡
74-

９
０
７
０
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校報 
「ゆりっこ」 

第 13 号 



確定申告における
農業の経費について

支出項目 具体例 必要な書類の例

雇人費 農業で家族以外に支払った人夫賃金 作業人夫賃受領書

小作料・賃借料 農地・土地・建物・農機具の賃借料、農協などの共同施設利用料

支払小作料受領書（米も可）
機械の賃借料
共同施設（ミニライス）等の利用料明細書
カントリーエレベーターの利用料・色彩選別料金等の明細書
農機具・ビニールハウス等のリース料入金通知書（夢プラン関係）

減価償却費 建物、農機具、車両、搾乳牛などの償却費
農業機械、施設などの資産（保有）台帳
※１０万円以上～２０万円未満であれば『一括償却資産』として１／３づつ全額償却できる

利子割引料 資金の借入金の利子や受取手形の割引料など
農地や農機の取得・農作業場建築等のための借入金利息計算書など、支払い利息額がわかるもの
米契約金金利通知書

租税公課

固定資産税（土地・建物・償却資産）
自動車税（取得税、重量税含む）
不動産取得税
水利費、農協組合費などの公課
※住民税、国保税、国民年金保険料、督促手数料、延滞金などは経費とし
てみることができません

固定資産税（農地・農業用建物分）の課税明細書
※市より毎年５月に送付している課税明細から農地一筆ごとの税額を積み上げる
軽自動車税の領収書（軽トラ、トラクター等）
農政対策費、農協賦課金通知書
各生産部会会費（畜産を除く）・研修積立金（農業部分）・認定農業者会費
集落生産班賦課金通知書

種苗費
種もみ、苗類、種いもなどの購入費用
（自給分は、収穫したときの価格によって記入）

水稲種子、大豆種子、野菜苗、家事消費種子・苗、種子等購入したものの領収書等
出荷していない分の種子・苗等は経費にできない。

素畜費 子牛、子豚、ひな等の取得費及び種付料

肥料費 肥料の購入費用 購買取引明細書と現金購入領収書

飼料費 飼料の購入費用 比内鶏、牛、豚等の飼料代金

農具費 農具の購入費用（１０万円未満または使用可能期間が１年未満のもの） 購入価格が１０万円未満の農具購入の領収書（草刈り機、防除機具、鎌、スコップ、鍬、その他農具類）

農薬・衛生費 農薬の購入費用や共同防除費
農薬購入費領収書（購買取引明細書）
共同防除の明細書
ヘリ散布料金通知書等

諸材料費 ビニール、むしろ、なわ、釘、針金などの諸材料の購入費用 ビニール、縄、支柱、ハウス用被覆材、育苗ポット、箱、テープ等の購入領収書

修繕費 農機具、農用自動車、建物及び施設などの修理に要した費用
車検費用の明細書か領収書
農業用の建物施設・農機具・キャリアカー等の修繕支払い領収書または明細書
トラックの修理、部品購入の領収書または明細書※農業使用割合による

動力光熱費 電気料、水道料、ガス代、灯油やガソリン代などの燃料費

農業用に使用した水道料、電気料、灯油、ガソリン、軽油、混合オイル等の領収書、明細書
水道料：毎月の金額がわかるもの
電気料：毎月の家庭電灯、作業場、水揚ポンプ等の料金がわかるもの
灯油：秋の乾燥機の使用部分・ハウス暖房等農業生産に使用した灯油代の明細
ガソリン・軽油・混合オイル等の購入明細書、領収書

作業用衣料費 作業衣、地下たびなどの購入費用 農作業に必要な衣類、長靴、手袋、合羽等の購入領収書

農業共済掛金 水稲、果樹、家畜などに係る共済掛金
水稲共済・大豆共済・農機具共済・農作業場の建物共済（掛捨部分）・収入保険（掛捨部分）の支払明細書
ビニールハウス共済・モミ火災の掛金明細書
トラックの任意保険

荷造運賃手数料 出荷の際の包装費用、運賃や出荷（荷受）機関に支払う手数料
米袋代・米運賃・米受験組合費（集落徴収分含む）・米検査手数料・野菜段ボール代、シール代他
購買取引明細、通帳等

土地改良費 土地改良事業の費用や客土費用 土地改良事業に係わる賦課金通知

雑費 農業経営上の費用で他の経費に当てはまらない経費

農業新聞・農業に関する雑誌（家の光等）購入の領収書
電話料金：ゆりほんテレビ受信料・インターネット利用料（農業に占める割合）
農事研修負担金領収書か明細書
その他農業資材廃棄処分料金等農業生産に支払った領収書（廃ビニ等）

① 国税庁HPの「令和５年分収支内訳書（農業所得用）の書き方」およびＪＡ秋田しんせい中央部営農センター作成の「R5 農業収支計算へ取り組むにあたって」を抜粋し作成しております

② これまでも経費ごとに仕分けしていただいている方につきましては、同様で結構です

③ 昨年、仕分けをお願いした方につきましては、今年もお願いいたします。記載する様式は由利総合支所 市民サービス課にお越しいただければお渡しいたします

④ 営業に係わる収支についても仕分けをしていただく必要があり、③同様に様式は市民サービス課でお渡しいたします

農家の皆さまにおかれましては２月から行われる確定申告に向け、今後、経費の仕分け等を行っていくものと思いますが、令和４年分の申告受付時より『収支内訳書』の
提出を義務化しております。つきましては、仕分けに必要な項目と内容を下記のとおりまとめましたので参考にしてください。
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（裏面もご覧ください） 



由利高原鉄道株式会社 〒015-0404
秋田県由利本荘市矢島町七日町字羽坂21-2

TEL  0184-56-2736  FAX  0184-56-2850
電話・FAX承り時間  （平日）9：00〜17：00　※裏面のFAX専用お申し込み用紙もご利用ください
WEB  https://shop.obako5.com/

ご注文は
お電話、FAX、WEBで

WEBでのご注文は
こちらから

鳥海地区で作られている独特な形のきりたんぽと

秋田の大ぶりで肉厚で歯ごたえのいい、なめこ。

そして、味、食感抜群の矢島の名物「親鳥」を中心に、

できるだけ秋田産のものだけを集めて鍋にしてみました。

試作を重ね美味しい鍋ができました。

由利鉄社員一押しの商品です。

●きりたんぽ ×1 袋
●親鳥の煮込み
●せり・ねぎ・ごぼう・つゆ
●なめこ 300ｇ

2～3人前 3,500円
（
税
込
）

4～5人前 （
税
込
）

4,500円
●きりたんぽ ×2 袋
●親鳥の煮込み
●せり・ねぎ・ごぼう・つゆ
●なめこ 500ｇ

セット
内容

A B

セット
内容

鳥海産
あきたこまちの「きりたんぽ」 鳥海産

あきたこまちの「きりたんぽ」

YURI KOGEN RAILWAY

由利高原鉄道株式会社

鳥海きりたんぽ鍋セット


